
➀検査取組の経緯

電解次亜水は厚生労働省「いわゆる電解水の取扱いについて（衛化
第31号）」により、次亜塩素酸ナトリウムの希釈液と同等と認めら
れています。大量調理施設衛生管理マニュアルでは次亜塩素酸ナト
リウムによる殺菌方法は有効塩素濃度200㎎/Lで5分、100㎎/Lで10分
の浸漬処理が基本になっています。これに対し電解次亜水は使用時
にその場で生成し流水処理をすることで、安定した有効塩素濃度が
供給されるため低濃度でも一定の殺菌効果が得られます。従って、
両者は有効塩素濃度や処理時間等の使用方法が異なります。今回、
キャベツを対象とした電解次亜水（流水処理）と次亜塩素酸ナトリ
ウム（浸漬処理）の殺菌効果について検証試験を実施しましたので
下記にご報告します。
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②洗浄フロー

【一般生菌平均値】【一般生菌平均値】

50㎎/L 80㎎/L

1
★菌検査➀(キャベツ殺菌前)

汚れている外葉を2枚程度除去する
4.1×106 5.3×10⁶

2

キャベツを丸ごと電解水で流水殺菌(1分間)

【コメント】

キャベツを上下に動かし全体に電解水を接触させて表

面の殺菌をする…一次殺菌

3 ★菌検査②(電解水1回目殺菌後　1/4カット)
3.1×10³

除菌率99.92%

9.5×10⁴

除菌率98.20%

4

ボール等の容器に入れ電解水で流水殺菌(1分間)

【コメント】

キャベツ1/4を上下に動かし全体に電解水を接触、特に

カット断面を殺菌する

5

★菌検査➂(電解水2回目殺菌後　千切り)

【コメント】

電解水でカット断面を素早く殺菌するのが効果的…二

次殺菌

7.6×10²

除菌率99.98%

8.0×10²

除菌率99.98%

6 千切り後に電解水で流水殺菌(1分間)

7

水道水ですすぎ(10秒間)

【コメント】

すすぎ時間は電解水を洗い流す程度の短時間で良い

8 水切り(脱水)

9 ★菌検査④(電解水3回目殺菌後　完成品)
3.0×10³

除菌率99.93%

4.3×10²

除菌率99.99%

電解次亜水によるキャベツ千切り殺菌試験方法　（塩素濃度50㎎/L及び80㎎/L）

NO 【洗浄フロー】 【写真】
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③-1菌検査結果

一般生菌数 除菌率(％) 有効塩素濃度(㎎/L) ｐH

洗浄前 菌検査➀ 殺菌前 4.1×106 － － －

菌検査② 1/4ｶｯﾄ 3.1×103 99.92

菌検査③ 千切り 7.6×102 99.98

菌検査④ 完成品 3.0×103 99.93

一般生菌数 除菌率(％) 有効塩素濃度(㎎/L) ｐH

洗浄前 菌検査➀ 殺菌前 5.3×10⁶ － － －

菌検査② 1/4ｶｯﾄ 9.5×104 98.20

菌検査③ 千切り 8.0×102 99.98

菌検査④ 完成品 4.3×102 99.99

一般生菌数 除菌率(％) 有効塩素濃度(㎎/L) ｐH

洗浄前 菌検査➀ 殺菌前 9.2×10⁶ －

水洗い 菌検査② 1/4ｶｯﾄ 9.7×105 89.51

ー 菌検査③ 千切り 2.9×104 99.69

洗浄後 菌検査④ 完成品 3.8×104 99.59 99 8.96

※菌検査は、日本微生物クリニック株式会社にて実施

＜但書＞

区分 品目
電解次亜水　有効塩素濃度  50㎎/L設定

検査項目

【水槽内の塩素濃度】流水処理により塩素濃度の失活分を補い安定供給されるため変動なし

区分 品目
電解次亜水　有効塩素濃度  80㎎/L設定

検査項目

野菜 千切キャベツ
洗浄後 52 8.47

野菜 千切キャベツ
洗浄後 79 8.59

【水槽内の塩素濃度】流水処理により塩素濃度の失活分を補い安定供給されるため変動なし

食品殺菌に関しては、諸条件により結果がばらつくため本検査結果を以って電解次亜水の殺菌効果を保証するものではあ

りません。使用する場合の有効塩素濃度等に関しては、所管する保健所にも確認することをお勧めいたします。

区分 品目
次亜塩素酸ナトリウム　有効塩素濃度  100㎎/L設定

検査項目

野菜 千切キャベツ

－ －

【水槽内の塩素濃度】浸漬処理のため野菜洗浄後の塩素濃度は99㎎/Lから70㎎/Lに減少
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異なる２つの有効塩素濃度の電解次亜水（50mg/L、80mg/L）で試
験を実施したところ、共に各工程で電解次亜水の殺菌効果が確認
されました。電解次亜水は流水で使用するためキャベツと接触し
ても塩素の消費が少ない上、物理的撹拌によりキャベツとの接触
が十分に図られたことも効果の要因と推察されます。特にカット
直後の洗浄ではその効果が顕著でした。
今回の殺菌効果試験においては流水使用することで塩素濃度の低
下を抑えられるメリットがあるほか、供給量や処理時間等を調整
することで殺菌効果を高めることが可能です。必ずしも高濃度・
長時間処理が殺菌効果を高めるための処理方法ではないと判断で
きます。

④考察
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